
条

例 

埼
玉
県
証
紙
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
証
紙
条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例 

 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
特
別
会
計
条
例
の
廃
止
） 

第
一
条 

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。 

一 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
） 

二 

埼
玉
県
証
紙
特
別
会
計
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
） 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
次
項
」
を
削
り
、
「
申
告
書
又
は
修
正
申
告
書
に
証
紙

代
金
収
納
計
器
（
規
則
で
定
め
る
収
納
印
の
み
を
表
示
す
る
計
器
で
自
動
車
税
の
保
全
上
支
障

が
な
い
と
知
事
が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当

す
る
金
額
の
収
納
印
の
表
示
を
受
け
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
法
第
百
六
十
二
条
第
一

項
の
証
紙
に
代
え
て
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
現
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」

を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
又
は
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
及
び
第

五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。 

第
五
十
五
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
五
十
五
条
の
三 

削
除 

第
五
十
五
条
の
十
一
第
四
項
中
「
前
項
の
」
を
「
知
事
は
、
前
項
の
」
に
、
「
の
納
税
者
は
、
」

を
「
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
納
税
者
が
」
に
、
「
第
五
十
五
条
の
十
四
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
に
証
紙
代
金
収
納
計
器
に
よ
り
当
該
種
別
割
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
収
納
印
の

表
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
当
該
種
別
割
の
額
に
相
当
す
る
現
金
の
納
付
を
受
け

た
後
、
第
五
十
五
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
規
則
で
定
め
る
納
税
済
印
を
押
す
こ
と

に
よ
つ
て
証
紙
に
代
え
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同

条
第
五
項
と
す
る
。 



第
五
十
五
条
の
十
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
五
十
五
条
の
十
二 

削
除 

第
五
十
五
条
の
十
三
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

第
九
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
狩
猟
税
の
証
紙
徴
収
の
手
続
） 

第
九
十
九
条 
知
事
は
、
狩
猟
税
を
証
紙
徴
収
に
よ
つ
て
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
納
税
者
が
狩
猟
者
の
登
録
の
申
請
を
し
た
と
き
に
、
当
該
狩
猟
税
の
額
に
相
当
す
る
現

金
の
納
付
を
受
け
た
後
、
狩
猟
税
を
納
付
す
る
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
に
規

則
で
定
め
る
納
税
済
印
を
押
す
こ
と
に
よ
つ
て
証
紙
に
代
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
狩
猟
税
の
証
紙
徴
収
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定

め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定 

公
布
の
日 

二 

第
一
条
第
二
号
並
び
に
附
則
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定 

令
和
十
一
年
四
月
一
日 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
適
用
に
関
す
る
特
例
） 

２ 

こ
の
条
例
の
公
布
の
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
附
則
第

四
項
に
お
い
て
「
旧
証
紙
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中

「
使
用
料
又
は
手
数
料
は
、
当
該
申
請
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
る
納

付
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
使
用
料
又
は
手
数
料
を
徴
収

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
申
請
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
る
納
付

の
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
の

委
託
が
さ
れ
た
使
用
料
又
は
手
数
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
二
百
三
十
一
条

の
二
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
の
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。 

（
狩
猟
税
の
証
紙
に
よ
る
徴
収
方
法
の
特
例
） 

３ 

こ
の
条
例
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
狩
猟
税
を
証
紙
徴
収
の

方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
第
九
十
九

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十

一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
の
委
託
が

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
当
該
狩
猟
税
の
納
付
を
受
け
た
後
、
狩
猟
税
を
納
付
す
る
義
務
が
発
生
す



る
こ
と
を
証
す
る
書
類
に
規
則
で
定
め
る
納
税
済
印
を
押
す
こ
と
に
よ
っ
て
証
紙
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。 

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
） 

４ 

旧
証
紙
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
売
り
さ
ば
き
人
（
次
項
及
び
附
則
第
六
項
に

お
い
て
「
指
定
売
り
さ
ば
き
人
」
と
い
う
。
）
か
ら
売
り
さ
ば
き
を
受
け
た
証
紙
（
所
定
の
消

印
に
よ
り
消
印
さ
れ
た
証
紙
又
は
著
し
く
汚
損
さ
れ
、
若
し
く
は
毀
損
し
た
証
紙
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

証
紙
を
保
有
す
る
者
（
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
除
く
。
）
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
十
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
知
事
に
返
還
し
て
当
該
証
紙
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る
金
額

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

指
定
売
り
さ
ば
き
人
は
、
施
行
日
前
に
買
い
受
け
た
証
紙
を
施
行
日
以
後
遅
滞
な
く
、
知
事

に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
令
和
十
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
当
該
返
還
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
証
紙
の
額
面
金
額
か
ら
当
該
証
紙
の
売
り
さ
ば

き
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
手
数
料
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
還
付

す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
証
紙
特
別
会
計
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
） 

７ 

埼
玉
県
証
紙
特
別
会
計
の
令
和
十
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
決
算
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

８ 

第
一
条
第
二
号
の
規
定
の
施
行
の
際
埼
玉
県
証
紙
特
別
会
計
に
属
す
る
権
利
義
務
は
、
令
和

十
年
度
の
出
納
の
完
結
の
際
に
一
般
会
計
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

９ 

環
境
性
能
割
並
び
に
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
種
別
割
及
び
狩
猟
税
を
納
付
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
り
そ
の
税
額
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 


